
何が身についたか 
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中学校音楽科における評価のイメージ 
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５ 音楽科における授業改善 
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音楽科における「深い学び」「対話的な
学び」「主体的な学び」に向けた学習・

指導の改善・充実 

 従来、芸術教科・科目においては、心と体を使って触れ
たり感じたりする体験や、人との関わりを通してよさや価
値を実感する活動を重視してきた。今後、「アクティブ・
ラーニング」の視点に立ち、活動と学びの関係性や、活動
を通して何が身に付いたのかという観点から、学習・指導 
の改善・充実を進めることが求められる。また、その実現
のためにも、子どもにどのような力が身に付いたのかを見
取っていく学習評価が重要となる。 
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その時間に生徒に何が起きているか。 

その授業は生徒にとって何だったのか。 

その授業を行う意義。 

 ねらいに基づいた生徒の姿となっているか。 

授業改善の提案 
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今日はどんな変化を生徒に起こさせるのか、 

主語を「生徒が」に置き換えると 

身に付けるべき力が見えてくる。 

 

《生きて働く技能》 
 

・生徒にとって必然性のある活動になっているか 

   ・めあての確認や振り返りをすることによって、 

  成長の道筋が見えてくる。 

全ての生徒に学びの道筋が 

見える授業づくりを 
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本日の配布資料は、奈良県教育委員会HPより 
ダウンロードできます。 

 

奈良県教育委員会￥まなびー奈良￥各種ダウンロード 


